
第3回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問 問１日本史Ｂ

カードと模式図を組み合わせて変化をとらえる問題で、各学力層で差がついた

202１年度第３回ベネッセ・駿台
大学入学共通テスト模試
「日本史Ｂ」
受験者数： 93,231人
平均点： 50.6点
標準偏差： 18.1

第１問 問１

正解率 3４.２％
SS70～75 89.3％
SS65～70 76.6％
SS60～65 60.9％
SS55～60 45.9％
SS50～55   ３５.3%

【出典】 問題・集計結果データともに、2021年度「第３回ベネッセ・駿台大学入学共通テスト模試」より。



第3回ベネッセ・駿台 大学入学共通テスト模試

実施結果を踏まえた共通テスト対策指導のご提案

第１問の問１は、カードの内容をもとに、宮都の模式図を並び替える問題で、各学力
層で差がつきました。
カードの情報から、それがいつの時期のことを説明しているかを読み取ったうえで、

同時期の宮都の模式図と組み合わせる力が求められました。カードの情報を適切に活
用できるかどうかで差がついたと考えられます。

教科書が一通り終了し、問題演習を通して知識の定着や確認を進められている時
期かと思います。設問の設定が複雑であったり、資料の分量が多くなると、時間内に
解答を終えることができない生徒も多くいるのではないかと思われます。これから共通
テストまでの約１か月のご指導では、決められた時間内に情報を適切に処理するために、
キーワードとなる語句に注意をしながら読み解く演習を繰り返すことが重要です。

また、共通テストでは、本問のカードと模式図のように、複数の資料を組み合わせて
考察するタイプの出題が考えられます。知識を正確に理解しておくことはもちろんです
が、設問の設定や、提示されている資料の趣旨を素早く正確に読み解く力が、実戦力
として求められます。

結 果 分 析

指導の ご提案

第１問 問１

カードと模式図を組み合わせて変化をとらえる問題で、各学力層で差がついた
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